
　　　 川越市教育委員会では、子どもたちがスマートフォン・携帯でいじめの匿名通報

　　 サービス「Kids' Sign」を、市立の中学校22校および市立高校1校に来年3月まで

　　 試験導入します。これにより、いじめの早期発見の取り組みを進め、いじめ行為の

　　 抑止効果も含めて検証していきたい考えです。

　　　  2016年2月の内閣府の発表では、何らかの通信機器でインターネットを利用する割合が、小学生で

　　  61.3%、中学生で80.3%、高校生では97.7%という結果で、スマホ・携帯の所有率は小学生が50.2

　　  %、中学生が60.9%、高校生が96.7%と公表されました。

　　　  これまで、基本的にいじめは学校で起きており、学校の外には家庭などの逃げ場が存在していました

　　  が、いじめはリアルな場所からコミュニケーションアプリやSNSといった、子どもたちが常に所持して

　　  いるスマホへと場所を拡大しています。

　　  　特に、コミュニケーションアプリで行われるいじめは、人目に触れることなく、時間に制限もないた

　　  め、生徒は1日中いじめの恐怖から逃げることができません。（アディッシュＨＰより）

　　　  今回の川越市の積極的な取り組みには、私としても大きな期待を寄せています。一方で、前回の紙面　

　　  でも指摘したように、この問題の根本的な対策であり、今必要な情報教育である、情報モラル教育や、

　　  情報化社会の現状を教えることについて、28年度の教育行政方針に言及がないという現状があります。

　　  　今後も、この部分にどのような取り組みがなされるのか注視していきます。

 日時：8月27日（土）13時30分～16時30分

 場所：古谷公民館１Ｆ会議室

 内容：6議会報告、その他活動報告、

　　　 皆様からのご意見・ご質問、など。

 　＊　この報告会は後援会の集まりでは

　　 　ありません。お気軽にお越し下さい。

第37回川口けいすけ議会報告会

子供たちがスマホでいじめの匿名通報

アディッシュ(株)


